２０１１年２月１２日総会資料より
賠償金引渡しにあたってのコメント
平成１２年１０月２日に「下水道水増し」住民訴訟を提訴して以来１０年、昨年９月１０日に広島高裁岡山支部で勝訴判決を受けてから１年あまり、今日ようやく、岡山市に賠償金の引渡しを終えることができました。市民オンブズマンの本来の趣旨は、自治体が諸々のしがらみその他のために損害の賠償を言いだせないようなときに、代わって賠償をさせて、市民県民が損失を受けないようにすることにあります。長い時間がかかってしまいましたが、その趣旨を実現することができて、市民オンブズマンおかやま一同、たいへん嬉しく、また満足に思っています。

この事件は、市の職員らが、「市役所の中の平和」を最優先した結果、法や規則に違反し、市（つまり市民全員）に損害を与えるおそれをかえりみず、国に水増しの報告をした結果、市が大きな損害を受けたのです。そうである以上、責任のある人が弁償するのは社会の常識、民間ならあたりまえのことです。

　今日の引き渡しで、長い時間はかかったものの、そうした社会の常識、市民の常識を実現できました。岡山市に引き渡すことができた賠償金は合計9000万円で、市が被った損害、判決で支払を命じられた金額のごく一部にすぎませんが、市が財政難に悩んでいるこの時期に、わずかながらその克服に貢献することができました。私たちにとって、二重三重に嬉しいことです。

今後とも、自治体（すなわち市民県民）が損をすることのないように、行政の監視に努めたいと考えています。

今後とも、私たちの活動に、皆さんがたの温かいご支援・ご声援をお願い申し上げます。

